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	日　　　本
	中　　　国

	日中戦争
	中国の非戦闘員に多くの犠牲を強いた。原因の大半は日本側が作り出した。
共産軍のゲリラ戦に対抗するため日本軍は住民虐殺、略奪（三光作戦）を行なった。

日本政府の労働力緊急動員令により、日本軍が中国人を拉致・徴発し日本・満州に送り込んだ。
日本軍による戦争犯罪を問い、戦後補償を求める運動・裁判が続いている。
	軍国主義日本が起こした全面的侵略戦争。空前の惨禍をもたらした。植民地化を企て、虐殺、女性の蹂躙、細菌戦・化学戦を行ない南京大虐殺を起こした。　　

不完全な統計では、約3500万人が死傷した。
中国人民は団結して交戦し、歴史的勝利を収めた。民族の団結と、世界反ファシズム同盟国との共闘の結果だ。
日本も軍国主義を捨て新たな平和的発展の道を歩み始めた。

	南京大虐殺
	日本軍による集団的・個別的虐殺事件発生。強姦・略奪・放火が頻発した。

犠牲者数：上限２０万人。４万人、２万人の推計も。
虐殺の定義・対象地域・期間などで日中間に相違。
憲兵不足、食糧・物資補給を無視した攻略が虐殺や略奪の原因。中国軍の民衆保護対策にも欠如あり。
	日本軍は捕虜や住民を集団虐殺し、強姦、略奪を繰り返した。
犠牲者数（占領後6週間）：東京裁判=２０万人以上　南京軍事法廷=３０万人以上

占領後1ヶ月間で市内で2万件の強姦事件が起きた。

米国人、英国人の住宅も略奪の対象。

	盧溝橋事件


	発端となった最初の銃撃事件は偶発的で、現地では局地的解決の努力がなされた。
	日本軍演習中の銃声が引き起こしたが銃声がどこから来たかの証拠史料なし。
偶発的におきた可能性あり。

	従軍慰安婦
	詳述を避ける
	日本軍は慰安所を設け、強制的に多くの女性を性奴隷とした。

	細菌戦研究
	詳述を避ける
	人体実験、生体解剖を実施。実際にコレラ菌、ペスト菌を散布した。

	戦後史
	非　公　開

	研究委員
	座長　北岡伸一（東大教授）
近現代史　北岡伸一（東京）小島朋之（慶応）波多野澄雄（筑波）坂元一哉（大阪）庄司潤一郎（防衛研究所）
古代・中近世史　略
	座長　歩平（社会科学院近代史所長）
近現代史　歩平（上記）王建朗（社会科学院）栄維木（同）　陶文釗（同）　徐勇（北京大）　臧運祜（北京大）　

古代・中近世史　略


日中戦争以前の歴史認識（琉球処分、日清戦争などの明治政府の政策）については省略。
